
所属	
 看護学部／臨床看護学系 職名 講師 氏名 山名	
 栄子 
	
 

１.教員紹介・主な研究分野	
 

2006 年、本学看護学部に着任。腎不全看護を主な研究分野としている。具体的には、①透
析患者の自己管理を促す動機づけ支援と行動変容プロセスを可視化する教材開発研究、②透

析自己管理教育の高度専門看護実践アルゴリズムに関する研究を主な研究テーマとしてい

る。 
また現在、慢性看護のなかでも糖尿病の方を対象にした食事管理の教育に関心をもち、教

材開発についての研究への着手を検討しているところである。 
	
 

２.研究業績	
 

①最近の著書・論文	
 

<著書>	
 

山名栄子「6 章‐1 内分環境調節機能障害のある人に対する看護	
 甲状腺機能亢進症で甲状腺
亜全摘術を受ける患者」、林正健二・山内豊明・明石惠子監修『ペーパーペイシュエントから

学ぶ機能障害別看護ベーシックトレーニング』、メディカ出版、2008年.  
<論文>	
 

・	
 Eiko Yamana.The relationship of clinical laboratory parameters and patient attributes to 
the quality of life of patients on hemodialysis.Japan Journal of Nursing Science、6（1）、
2009.  

・	
 山名栄子、飯盛美由紀.職場における看護師間のアサーティブ学習会とその効果.福岡県立大学
看護学研究紀要、第 6巻 1号、2008年. 

・	
 佐名木宏美、岡美智代、山名栄子、李孟蓉、柿本なおみ、後藤真希、高橋純子.EASE プログ
ラムに関する文献研究‐介入効果と EASE プログラムを実践する看護者に必要な要素の検討.
日本腎不全看護学会誌、10巻 2号、2008年. 

<総説>	
 

中條雅美、橋本茂子、山名栄子（2008）.ナーシングプロセス	
 乳がん患者の看護.クリニカルス
タディ、29（11）、58-722. 
②その他最近の業績	
 

<報告書>	
 

山名栄子「研究奨励金（個人研究）報告書	
 透析自己管理教育の高度専門看護実践アルゴリズ

ムに関する研究」、福岡県立大学平成 19-20年度研究奨励交付金研究成果報告書」、公立大学
法人福岡県立大学発行、2009年 3月. 
<学会報告>	
 

・	
 山名栄子「慢性看護の知の構造化」、第 4 回日本慢性看護学会学術集会（札幌）、2010 年 6
月. 

・	
 Michiyo Oka, Toru Hyodo, Emiko Watanuki, Eiko Yamana「Development of a 7-element 
patient satisfaction scale concerning dialysis therapy	
 」Sigma Theta Tau International 21st 
International Nursing	
 Research Congress.,(FloridaUSA),2010. 

・	
 山名栄子、岡美智代、佐川美枝子「透析自己管理教育の高度専門看護実践アルゴリズムに関す

る研究」、第 35回日本看護研究学会学術集会（横浜）、2009年 8月. 
・	
 山名栄子、綿貫恵美子、岡美智代、岩崎和代「都市部透析患者の食事管理に関するアドヒアラ

ンスの実態」、第 53回日本透析医学会学術集会（兵庫）、2008年 6月. 
<書評>	
 

山名栄子「新医学教育学入門	
 教育者中心から学習者中心へ」、2010（平成 22）年度ＦＤ活動
報告書、公立大学法人福岡県立大学発行、2010年 3月. 



<エッセイ>	
 

山名栄子「私のＦＤ活動のプロセス」、2010（平成 22）年度ＦＤ活動報告書、公立大学法人福
岡県立大学発行、2010年 3月. 

 
③過去の主要業績	
 

・	
 岡美智代、神谷千鶴、山名栄子、佐川美枝子「疾病の自己管理教育プログラム	
 透析管理教育

プログラム」、厚生労働科学研究費補助金  医療技術評価総合研究事業 「保健・医療・福祉
領域の安全と質保証に貢献する看護マスターの統合的質管理システムと高度専門看護実践を

支援するシステム開発研究」平成 18年度総括研究報告書、主任研究者水流聡子発行、2007年
4月. 

・	
 渕野由夏、永嶋由理子、中野榮子、山名栄子、加藤法子、津田智子.基礎看護実習Ⅱの実習
前・後における看護学生の思考動機の実態.福岡県立大学看護学研究紀要、第 4巻 2号、2007
年.  

・	
 綿貫恵美子、杉本佳子、菊池千鶴子、山名栄子、岩崎和代、岡美智代.都内在住の血液透析患
者における経済状況の実態.第 9巻第 1号、北里看護学誌、2007年 

・	
 岡美智代、神谷千鶴、佐川美枝子、山名栄子.疾病の自己管理支援プログラム 透析自己管理教
育プログラムのアルゴリズム.高度専門看護実践の可視化とアルゴリズムの抽出. 38 巻 7 号、
看護研究、2005年. 

・	
 山名栄子「二次元イメージ展開法(ＴＤＭ)の対話による介入の効果」、第 7回北日本看護学会
学術集会（山形）、2003年 8月 

	
 

３.外部研究資金	
 

日本学術振興会、科学研究費補助金（基盤研究Ｃ）、「透析患者の自己管理を促す動機づけ支

援と行動変容プロセスの可視化に関するツール開発」、1,430,000円、平成 22～23年度 
	
 	
 

５.所属学会	
 

日本透析医学会、日本看護科学学会、日本慢性看護学会、日本腎不全看護学会、日本看護研

究学会、北日本看護学会、日本看護学会	
 各会員 
	
 

６.担当授業科目	
 

<学部>	
 

成人看護概論・2単位・2年・前期、成人慢性看護論・2単位・2年・後期、成人・老年看護実
習・7単位・3年・通年、看護実践論・1単位・3年・前期、総合実習・3単位・4年・前期、
専門看護学ゼミ・2単位・4年・前期、、卒業研究・単位・4年・後期 

	
 

７．社会貢献活動	
 

九州がんプロフェッショナル養成プランに関する活動	
 

<がん看護セミナー>	
 

・	
 村田節子、八尋陽子、中野榮子、山名栄子、中井裕子、山住康恵．東あゆみ、福岡県立大学

主催．第3回福岡県立大学がん看護セミナー，福岡県立スポーツ科学情報センター	
 アクシオ

ン福岡 
・	
 村田節子、八尋陽子、中野榮子、山名栄子、中井裕子、山住康恵．東あゆみ、山下裕美、福

岡県立大学主催．第4回福岡県立大学がん看護セミナー，	
 パピヨン24	
 

<がん看護勉強会>	
 

福岡県立大学がん看護勉強会，隔月第 3火曜日 18：30～20：30，福岡県立大学． 
 

９.附属研究所の活動等	
 

ヘルスプロモーション実践研究センター兼任研究員 


